張竹坡「竹坡閑話」「冷熱金針」訳注稿 by 安部, 浩子
張竹坡「竹坡閑話」「冷熱金針」訳注稿 
 
［ 78 ］ 
張竹坡「竹坡閑話」「冷熱金針」訳注稿  
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え方 を知 るう え で 有益 だと 思わ れ る から であ る。 「 冷 熱」 とは 、
『金瓶梅』解釈上の観点の一つで、「冷熱金針」において 「こ









































らす こと がで き る ので 、西 門氏 を 借 りて これ を発 し た ので ある 。
だが、私はどうして作者が必ずや仁人志士・孝子悌弟であると
わかるのか？（それは）作者が孝哥のことを以て結末としてい




鬼 (韓 二 )を 以て 急 場に 必要 な人 と し てい るこ とに つ い ては (11)、
（仮の人間関係が）甚だしいことで (12)、『殺狗記』 (13)もこ







［ 81 ］ 
 
きるものであるが、一方で父子・兄弟は、水が源を同じくする









は冷 でも 明日 熱 な らば 、今 日の 真 は 仮で 、明 日の 仮 は 真で ある 。
今日は熱でも明日冷ならば ､今日の真なるものは ､すべて明日は
仮なる もの とな る ｡なんと 悲し いこ とか !も とも と嗜 欲のた めに 、
財色 に迷 うこ と と なり 、財 色の た め に、 冷熱 をな す こ とと なり 、
冷熱のために、真仮を乱すこととなる。仮なる者が（世に）存
分に へつ らう た め 、真 なる 者は み な その 害毒 に遭 う こ とに なる 。
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もなく仮の弟妹 (21)が登場する。仮の夫婦 (22)に、やがて間も


































ばか りが 残さ れ て いる ので 、（ 真 面 目な ）人 は真 に 恨 みを 抱く 。
（その）恨みは深くて吐き出すことができないと、日々醸成さ
れて、蒼蒼たる高天、茫茫たる碧海（のようにはてしなく積み
重なり）、いつ (これを )忘れることができようか！ (かくして )
涙は顔を洗うように流れ、悲しみに心が痛むが、たとえこの仇
を百 割し ても 、 何 の益 があ ろう か ！ この よう なひ ど い 悲し みは 、































































なぜか？  韓 (韓は寒と通じる )は冷の別名で、温は熱の余気だか
らである。故に韓夥計が「加官」 (第 30回 )の後にたちまち登場
するのは (第 33回 )、熱の中の冷の便りである。そして温秀才が













ない 。（ こう し て みる と） もと よ り 書物 を書 くこ と は 難し いが 、
書物を読むことはより一層難しいということこそ、本当のこと
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研究』（文物出版社、 2009）にも掲載されている。  
(2)田中智行「『金瓶梅』張竹坡評の態度―金聖歎の繼承と展開―」






島大学総合科学部人間社会文化研究 』第 21巻、 2013、 85～ 104頁。
同「張竹坡「批評第一奇書金 瓶梅読法」訳注稿（下）」、『徳島
大学総合科学部人間社会文化研究 』第 22巻、 2014、 95～ 110頁）。  




場 合 は 、 明 ら か な 誤 刻 を 除 き 、 底 本 の 記 述 を そ の ま ま と し て い る 。  
(6)第 75回の回目は「因抱恙玉姐含酸  為護短金蓮潑醋」。孟玉楼は








書局、 1987)56頁では「親哥嫂」としている。  
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(12)テキストの本文は「甚矣，」 (テキスト 1頁 )。第 97回回評に「另















以為樂也哉！」 (テキスト 2頁 )。「苦孝説」に「夫人之有身，吾親
與之也。則吾之身，視親之身為生死矣。」 (テキスト 12頁 )とある
ことや、前後のつながりからこのように訳したが、自信がない。  
(16)第 1回の回目は「西門慶熱結十兄弟  武二郎冷遇親哥嫂」。  
(17)第 97回の回目は「假弟妹暗續鸞膠  真夫婦明諧花燭」。また、
張 竹 坡 は 回 評 で 「 然 則 假 弟 妹 ， 蓋 又 結 十 兄 弟 也 。 總 之 ， 此 回 已 完 。
」 (テキスト 1606～ 1607頁 )と述べ、第 97回をこの作品の第一の完
結と捉えている。  
(18)第 30回回評に「官哥兒，非西門之子也，亦非子虚之子，并非竹
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月娘，銀祖之于瓶児，三官之于西門，西門之于蔡京是也。 」 (テキ
スト 1606頁 )とある。  
(19)第 32回の回目は「李桂姐趨炎認女  潘金蓮懷嫉驚兒」 ｡この回で
呉月娘と李桂姐が仮の母娘となっている。李瓶児と呉 銀児も第 42
回で仮の母娘となっている。注 (18)参照。  
(20)注 (16)参照。  
(21)注 (17)参照。第 97回で春梅は、陳経済を母方の従弟と偽って周
守備府に同居させ、密通している。  
(22)第 97回回評に「至于假夫婦，滿部皆是，并未有一 真者。」 (テキ












料匯編』 (北京大学出版社、 1985)10頁では「其假」としている。  
(27)テキストの本文は「弟」。  
(28)注 (6)参照。  
(29)第 100回で韓愛 姐は月琴を 抱いて 湖州の両親 の元へ 旅をしてい る。  
(30)テキストの本 文は「懷匕嚢 錘」 （テキスト 3頁） 。 校記によると、
「匕」を「七」と誤っている版本があるという（テキスト 4頁）。  
(31)テキストの本文は「怛怯」（テキスト 3頁） ｡校記に ､原版本では
「恒怯」とするが誤りだとある (テキスト 4頁 )。  
『中国言語文化研究』第17号 
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（テキスト 29頁）。  
